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サンダイヤ オイルタンク 仕様書

容 積

容 量

本体材質、板厚

脚材質、板厚

溶 接

塗 装

検 査

包 装

油 量 計

給 油 口

通 気 管

送 油 口

１０４ ７ リッ トル

９４２ リット ル

溶融亜鉛メッ キ鋼板、 ２．３ｍｍ

ＳＴＫＭ、 □４５×１．６ｍｍ

ＣＯ アーク 溶接

ポリエステル 樹脂静電粉体塗装

ＰＥシート、 エアキャップ

無指向性 フロート 上下表示式

φ６５ｍ ｍ

φ２５． ４、４０ メッシュ金 網付

Ｒｃ３／ ４ めね じ

本体・脚 （グレー ）

約１４５ ｋｇ

２

塗 装 色

完 成 重 量

使 用 燃 料 灯 油

種 類 据置式（脚部固 定）・屋外用

仕 様 明 細 書

戻 り 口 Ｒｃ ３／４ めねじ、プ ラグ付

ストレー ナバルブ （Ｒ３／４ ×Ｒｃ１ ／２）

本 体 密 閉 後 、 ３ ９ ｋ Ｐ ａ の 空 気 圧 に よ る 全 数 検 査

型 式 分 類 記 号

ＡＨ２－９９０ ＹＧＪ

補強材質、板厚 溶融 亜鉛メッ キ鋼板、 ３．２ｍｍ

設計水平震度

Ｋ０ 床に作用する水平震度、Ｋ０＝通常は１．０（０．８～１．０）

Ｋ１ 建物の床応答倍率、（地上又は１階） Ｋ１＝通常は１．０

Ｚ 地域係数、Ｚ＝通常は１．０（０．７～１．０）

β

Ｉ 用途係数、Ｉ＝通常は１．０（０．７～１．５）

耐震設計質量

基礎・ボルト あと施工接着式Ｍ１６埋込長さ１１０ｍｍ以上。

基礎コンクリート設計強度１．８ｋＮ／ｃ㎡以上。

耐 震 設 計 条 件 「局部震度法」により、以下の条件以内でご使用ください。

（建築設備耐震設計・施工指針２０１４）

Ｋｈ＝Ｋ０・Ｋ１・Ｚ・β・Ｉ＝２．０以下としてください。

本図オイルタンクの応答倍率、β＝２．０

Ｗ＝通常は８９９ｋｇ（タンク＋灯油質量）

耐 震 性 １Ｇ対応。１Ｇ（８９９ｋｇ）相当以上の引張試験に対応しています。

注）タンクの設置については、据付説明書をご覧のうえ正しく設置してください。 （
５
０
０
）

Ｍ８コ型ボルト

２５５

送油口

株式会社

φ８銅管 用ジョイ ント付

ストレーナーバルブ

水抜き栓（裏）

銅管用ジョイント



別梱包品 部品箱梱包品

タンク本体 １個 油量計 １個 通気管 １個

分 類 記 号型 式

ＡＨ２－９９０ Ｙ Ｇ Ｊ

オ イ ル タ ン ク 部 品 一 覧 図

別梱包品
脚 ４本

補強プレートＡ ４枚（全長１６２４ｍｍ）

別梱包品

ステップ １個

補強プレートＢ ４枚（全長１３５１ｍｍ）

プラグ（２０Ａ） １個

ボ ル ト ・ ナ ッ ト セ ッ ト

Ｍ１０×６５ １６セット Ｍ１０×３５ ８セット Ｍ１０×２０ ４セット

Ｍ８コ型ボルト １セット

ジョイント １個ストレーナバルブ １個 補修塗料 １個


